
平成™œ年™月™œ日 月曜日 第œ  ™号官 報
〇
内
閣
府
告
示
第
十
八
号

総
合
特
別
区
域
法（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
八
十
一
号
）

第
三
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
五
年

二
月
十
五
日
付
け
で
地
域
活
性
化
総
合
特
別
区
域
を
指
定

し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

平
成
二
十
五
年
二
月
二
十
五
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

一

地
方
公
共
団
体
の
名
称

長
崎
県
、
長
崎
市
、
佐
世

保
市
及
び
西
海
市

二

地
域
活
性
化
総
合
特
別
区
域
の
範
囲

長
崎
県
の
全

域
〇
内
閣
府
告
示
第
十
九
号

総
合
特
別
区
域
法（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
八
十
一
号
）

第
八
条
第
九
項
で
準
用
す
る
同
法
第
八
条
第
一
項
の
規
定

に
基
づ
き
、
平
成
二
十
四
年
内
閣
府
告
示
第
六
号
を
も
っ

て
公
示
し
た
国
際
戦
略
総
合
特
別
区
域
の
指
定
を
平
成
二

十
五
年
二
月
十
五
日
付
け
で
変
更
し
た
の
で
、
次
の
と
お

り
公
示
す
る
。

平
成
二
十
五
年
二
月
二
十
五
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

一

地
方
公
共
団
体
の
名
称

岐
阜
県
、
各
務
原
市
、
愛

知
県
、
名
古
屋
市
、
半
田
市
、
春
日
井
市
、
常
滑
市
、

小
牧
市
及
び
弥
富
市
並
び
に
愛
知
県
西
春
日
井
郡
豊
山

町
及
び
海
部
郡
飛
島
村
並
び
に
名
古
屋
港
管
理
組
合

二

国
際
戦
略
総
合
特
別
区
域
の
範
囲

各
務
原
市
、
名

古
屋
市
、
半
田
市
、
春
日
井
市
、
常
滑
市
、
小
牧
市
及

び
弥
富
市
並
び
に
愛
知
県
西
春
日
井
郡
豊
山
町
及
び
海

部
郡
飛
島
村
の
区
域
の
一
部
（
詳
細
は
内
閣
府
に
お
い

て
閲
覧
に
供
す
る
。）

〇
内
閣
府
告
示
第
二
十
一
号

総
合
特
別
区
域
法（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
八
十
一
号
）

第
三
十
一
条
第
九
項
で
準
用
す
る
同
法
第
三
十
一
条
第
一

項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
四
年
内
閣
府
告
示
第
十

一
号
を
も
っ
て
公
示
し
た
地
域
活
性
化
総
合
特
別
区
域
の

指
定
を
平
成
二
十
五
年
二
月
十
五
日
付
け
で
変
更
し
た
の

で
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

平
成
二
十
五
年
二
月
二
十
五
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

一

地
方
公
共
団
体
の
名
称

秋
田
県

二

地
域
活
性
化
総
合
特
別
区
域
の
範
囲

秋
田
県
の
全

域

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
五
百
五
号

農
林
物
資
の
規
格
化
及
び
品
質
表
示
の
適
正
化
に
関
す

る
法
律
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
五
年
農
林
省
令
第
六
十
二

号
）
第
三
十
三
条
（
同
令
第
五
十
六
条
に
お
い
て
準
用
す

る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
基
づ
き
、
生
産
情
報
公
表
養

殖
魚
に
つ
い
て
の
小
分
け
業
者
の
認
定
の
技
術
的
基
準

（
平
成
二
十
年
三
月
二
十
一
日
農
林
水
産
省
告
示
第
四
百

十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
五
年
二
月
二
十
五
日

農
林
水
産
大
臣

林

芳
正

〇
内
閣
府
告
示
第
二
十
号

総
合
特
別
区
域
法（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
八
十
一
号
）

第
八
条
第
九
項
で
準
用
す
る
同
法
第
八
条
第
一
項
の
規
定

に
基
づ
き
、
平
成
二
十
四
年
内
閣
府
告
示
第
七
号
を
も
っ

て
公
示
し
た
国
際
戦
略
総
合
特
別
区
域
の
指
定
を
平
成
二

十
五
年
二
月
十
五
日
付
け
で
変
更
し
た
の
で
、
次
の
と
お

り
公
示
す
る
。

平
成
二
十
五
年
二
月
二
十
五
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

一

地
方
公
共
団
体
の
名
称

京
都
府
、
京
都
市
、
大
阪

府
、
大
阪
市
、
兵
庫
県
及
び
神
戸
市

二

国
際
戦
略
総
合
特
別
区
域
の
範
囲

京
都
市
、
京
田

辺
市
及
び
木
津
川
市
並
び
に
京
都
府
相
楽
郡
精
華
町
並

び
に
大
阪
市
、
堺
市
、
豊
中
市
、
吹
田
市
、泉
大
津
市
、

木
市
、
泉
佐
野
市
、
和
泉
市
、
箕
面
市
及
び
泉
南
市

並
び
に
大
阪
府
三
島
郡
島
本
町
並
び
に
泉
南
郡
熊
取
町

及
び
田
尻
町
並
び
に
神
戸
市
及
び
た
つ
の
市
並
び
に
兵

庫
県
赤
穂
郡
上
郡
町
及
び
佐
用
郡
佐
用
町
の
区
域
の
一

部
（
詳
細
は
内
閣
府
に
お
い
て
閲
覧
に
供
す
る
。）

〇
政
治
資
金
適
正
化
委
員
会
告
示
第
十
二
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四

号
）
第
十
九
条
の
二
十
四
の
規
定
に
基
づ
き
、
登
録
政
治

資
金
監
査
人
名
簿
に
登
録
し
た
者
を
次
の
と
お
り
公
告
す

る
。平

成
二
十
五
年
二
月
二
十
五
日

政
治
資
金
適
正
化
委
員
会
委
員
長

上
田

廣
一

登
録
番
号

登
録
年
月
日

氏

名

四
三
六
四

二
五
、

二
、

八

西
垣

哲
雄

四
三
六
五

二
五
、

二
、

八

大
西

一
史

四
三
六
六

二
五
、

二
、

八

山
出

直
樹

四
三
六
七

二
五
、

二
、

八

太
田

恵
輔

四
三
六
八

二
五
、

二
、

八

篠
原

均

四
三
六
九

二
五
、

二
、

八

山
本

祐
紀

四
三
七
〇

二
五
、

二
、

八

森
本

新
一

〇
法
務
省
告
示
第
八
十
四
号

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
七
条
第
一
項
第
二
号

の
基
準
を
定
め
る
省
令（
平
成
二
年
法
務
省
令
第
十
六
号
）

の
表
の
法
別
表
第
一
の
二
の
表
の
技
能
実
習
の
項
の
下
欄

第
一
号
イ
に
掲
げ
る
活
動
の
項
下
欄
第
十
一
号
た
だ
し
書

の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
二
年
五
月
二
十
八
日
法
務

省
告
示
第
二
百
八
十
四
号
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。平

成
二
十
五
年
二
月
二
十
五
日

法
務
大
臣

谷
垣

禎
一

第
二
号
中
「
平
成
二
十
二
年
七
月
一
日
か
ら
平
成
二
十

五
年
五
月
二
十
三
日
」
を
「
平
成
二
十
五
年
五
月
二
十
四

日
か
ら
三
年
を
経
過
す
る
日
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
五
年
五
月
二
十
四
日
か
ら
施

行
す
る
。

〇
外
務
省
告
示
第
五
十
六
号

平
成
二
十
五
年
二
月
十
一
日
に
カ
ブ
ー
ル
で
、
ナ
ン
ガ

ル
ハ
ー
ル
農
村
イ
ン
フ
ラ
改
善
計
画
の
た
め
の
贈
与
に
関

す
る
次
の
概
要
の
書
簡
の
交
換
が
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
・
イ

ス
ラ
ム
共
和
国
政
府
と
の
間
に
行
わ
れ
た
。

１

援
助
の
目
的
及
び
内
容

ナ
ン
ガ
ル
ハ
ー
ル
農
村
イ

ン
フ
ラ
改
善
計
画
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
生
産
物

及
び
役
務
の
購
入

２

贈
与
額

十
億
七
千
六
百
万
円

３

贈
与
の
供
与
期
限

平
成
二
十
六
年
二
月
二
十
八
日

ま
で

４

署
名
者

日

本

側

ˆ
橋
博
史
在
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

大
使

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
側

ジ
ャ
ー
ヴ
ェ
ド
・
ル
ー
デ
ィ
ン

外
務
副
大
臣

平
成
二
十
五
年
二
月
二
十
五
日

外
務
大
臣

岸
田

文
雄

〇
外
務
省
告
示
第
五
十
七
号

平
成
二
十
五
年
二
月
十
一
日
に
ロ
メ
で
、
食
糧
援
助
に

関
す
る
次
の
概
要
の
書
簡
の
交
換
が
ト
ー
ゴ
共
和
国
政
府

と
の
間
に
行
わ
れ
た
。

１

援
助
の
目
的
及
び
内
容

食
糧
援
助
を
実
施
す
る
た

め
に
必
要
な
生
産
物
及
び
役
務
の
購
入

２

贈
与
額

四
億
六
千
万
円

３

贈
与
の
供
与
期
限

平
成
二
十
五
年
三
月
三
十
一
日

ま
で

４

署
名
者

日
本
側

井
上
進
在
ト
ー
ゴ
大
使

ト
ー
ゴ
側

エ
リ
オ
ッ
ト
・
オ
イ
ヌ
外
務
・
協
力
大
臣

平
成
二
十
五
年
二
月
二
十
五
日

外
務
大
臣

岸
田

文
雄

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
五
百
三
号

農
林
物
資
の
規
格
化
及
び
品
質
表
示
の
適
正
化
に
関
す

る
法
律
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
七
十
五
号
）
第
九
条

に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
生
産
情
報
公
表
養
殖
魚
の
日
本
農
林
規
格
（
平
成
二

十
年
三
月
二
十
一
日
農
林
水
産
省
告
示
第
四
百
十
六
号
）

を
確
認
し
た
の
で
、
同
法
第
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
基

づ
き
公
示
す
る
。

平
成
二
十
五
年
二
月
二
十
五
日

農
林
水
産
大
臣

林

芳
正

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
五
百
四
号

農
林
物
資
の
規
格
化
及
び
品
質
表
示
の
適
正
化
に
関
す

る
法
律
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
五
年
農
林
省
令
第
六
十
二

号
）
第
二
十
九
条
第
二
項
（
同
令
第
五
十
五
条
に
お
い
て

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
基
づ
き
、
生
産
情
報

公
表
養
殖
魚
に
つ
い
て
の
生
産
行
程
管
理
者
の
認
定
の
技

術
的
基
準
（
平
成
二
十
年
三
月
二
十
一
日
農
林
水
産
省
告

示
第
四
百
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
五
年
二
月
二
十
五
日

農
林
水
産
大
臣

林

芳
正

（「
次
の
よ
う
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
農
林

水
産
省
消
費
・
安
全
局
表
示
・
規
格
課
、
地
方
農
政
局
及

び
地
方
農
政
局
の
地
域
セ
ン
タ
ー
、
北
海
道
農
政
事
務
所

及
び
北
海
道
農
政
事
務
所
の
地
域
セ
ン
タ
ー
、
内
閣
府
沖

縄
総
合
事
務
局
並
び
に
都
道
府
県
庁
に
備
え
置
い
て
縦
覧

に
供
す
る
。）

附

則

こ
の
告
示
の
施
行
の
際
現
に
農
林
物
資
の
規
格
化
及
び

品
質
表
示
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
五
年
法

律
第
百
七
十
五
号
）
第
十
四
条
第
二
項
の
認
定
を
受
け
て

い
る
農
林
物
資
の
生
産
行
程
管
理
者
（
同
項
に
規
定
す
る

生
産
行
程
管
理
者
を
い
う
。）及
び
同
法
第
十
九
条
の
三
第

二
項
の
認
定
を
受
け
て
い
る
農
林
物
資
の
外
国
生
産
行
程

管
理
者
（
同
法
第
十
七
条
の
二
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す

る
外
国
生
産
行
程
管
理
者
を
い
う
。）は
、
こ
の
告
示
に
よ

る
改
正
後
の
生
産
情
報
公
表
養
殖
魚
に
つ
い
て
の
生
産
行

程
管
理
者
の
認
定
の
技
術
的
基
準
の
二
の
４
の
^
の
規
定

に
か
か
わ
ら
ず
、
平
成
二
十
六
年
四
月
三
十
日
ま
で
の
間

は
、
苦
情
処
理
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
、
内
部
規
程
を

具
体
的
か
つ
体
系
的
に
整
備
し
な
い
こ
と
が
で
き
る
。
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